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研究成果の概要： 

近世・近代の文語文を中心に、「口語性」と不連続・不整合を見せる語彙・語法をとり挙げて

検討する。 
 
交付額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2006 年度 1,500,000 0 1,500,000 

2007 年度 900,000 270,000 1,170,000 

2008 年度 1,100,000 330,000 1,430,000 

年度  

  年度  

総 計 3,500,000 600,000 4,100,000 

 

 

研究分野：人文学 

科研費の分科・細目：言語学・日本語学 

キーワード：文献、語彙・語法、国語史、不整合性、近世・近代、文語文、擬古的表現 
 
１．研究開始当初の背景 
 従来の国語史研究は、「口語性」を反映し
ていると言われる文献を特に重視して行わ
れてきた。また、必ずしも口語的ではない文
献からも、「口語性」が露呈していると言わ
れる部分を言わば恣意的に取り出して利用
するということが行われてきた。こうした姿
勢には問題があると考えられる。 
 
 
 
２．研究の目的 

本研究は、「口語性」を重視する従来の観
点を裏返し、「口語性」と不連続・不整合を
見せる語彙ないし形態を積極的に取り上げ、
これまで切り捨てられてきた資料に光を当

てることによって、国語のより豊かな実態を
明らかにしようとする。 
 
 
 
３．研究の方法 
前回 2003-2004 年度「文献に現れた述語形

式と国語史の不整合性について」に引き続き、
「口語性」と不連続・不整合を見せる語彙な
いし形態を積極的に取り上げる。具体的には、
近世・近代の文語文における語彙・語法を中
心として取り上げる。前回は、述語形式に限
って検討してきたが、本研究では対象とする
範囲を広げて行く。 
 
 



４．研究成果 
 擬古文が目指すのは主に中古であると言
われるが、中古より上代を目指した擬古的表
現もかなりあることが明らかになった。口語
との接触、その他の理由により、変形を受け
ることもあるなど、いろいろな語彙・語法の
あり方についても検討することができた。理
論的な面を含めて、そこから広がる問題につ
いても取り上げることができた。 
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